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－武蔵小杉の街をどう思いますか？
再開発が進み、まちに活気があふれて
いるのを感じます。この地域のいいと
ころは、商業施設での盛り上がりだけ
ではなく、エリマネもそうですが地域
住民の方々の活動が盛んに行われて
いるところだと思います。その一方で、
新規の住民の方も多く、コミュニティ
のつながりが希薄になりがちな地域で、
まちのなかで孤立する危険性も秘め
ていると思います。

－現在のまま、何もしなければ20年
後、武蔵小杉はどうなっていると思い
ますか？
私は川崎市立井田病院で医師をして
いますが、武蔵小杉に興味を持ったき
っかけは、この地域の爆発的な人口増
加に危機感を抱いたことです。中原区
の65歳以上人口の増加数に注目する
と、10年前から比べ、65歳以上人口
は中原区だけで8000人増加してい
ます。当然、その方々が体調を崩され
たり、体が弱ってひとりでは暮らせなく
なったとき、全員が入院・入所できるベ
ッド数は確保されていません。中原区
は65歳以上人口比率でみれば全国よ
りは若いほうですが、20年後には今よ
りもさらにシニア世代が増える可能性
を考え、今から対策を考えていくべき
だと思っています。

－そういった中で、この地域を「病気
にならないまち／病気になっても安心
して暮らせるまち」にしていこうという

「+Care Project」を立ち上げられま
した。始めようと思ったきっかけは何で
しょうか？ 
21世紀の医療は、医者や病院に全て
お任せ、という時代から、自ら考え自分
の体を守り、地域全体で支え合う時代
になっていくと言われています。これか
ら、どのように自分たちの健康を守り、
地域を育て、そして医療と関わってい
くか？そういった中、NPO法人・企業・医
療者・住民が協力して、自分たちの健
康・生活を自分たちで守るための「＋
Care project」を、エリマネさんと一
緒に立ち上げることができました。私
は、プロジェクトマネージャーを任せて
頂いていますが、健康に関連したワー
クショップ・イベントの実施や、既に事業
を行っている方々とのコラボレーショ
ンなどを通じて、地域のヘルスリテラ
シーを高め、この地域をずっと健康に
安心して暮らせるまちにしていくこと
を目的とした、この活動にとても期待し
ています。

－「+Care Project」を進めていく
ことによって20年後、武蔵小杉はどう
なっていると思いますか？
このプロジェクトは、従来のように「医
療者が、一般市民を啓発する」といった
活動ではありません。単に、「危機意識
をあおる」というよりは、『からだのこと
を考えるってCool！』といった意識に変
えていく。「健康を考える」って、説教く
さいでしょ？オシャレじゃないし、楽しい
ことじゃないと思われている。それを

「かっこいい！」という方向に変えたり、
楽しいことと結びつけたりして、からだ
をメンテナンスすることがステイタス
になるような文化になるといいですね。
まちの中に「＋Care」があふれ、その結
果、ひとりひとりが予防活動や検診、お
互いの支え合いなど、自分たち主体で
色々と動いていけるようになっていけ
ばいいなと思っています。

－目標の為に、色々なことを関係者
と推進していると思いますが、今後の
方向性はどうでしょうか？
病院の中に一種のコミュニティスペー
スともいえる「ほっとサロンいだ」を作
ったり、患者さんや企業の方々などと
理想の病院レストランを考えるプロジ
ェクトをしたり、地域のカフェでがんの
相談を受けたり・・・と病院内外で色々な
ことをやっていますが、これは全て医療
や病院の敷居を下げるための活動とい
えます。私がやっていることは全て、
「医療の民主化」という言葉に集約され
ます。私が尊敬する、長野県佐久総合
病院の故若月俊一先生の言葉ですが、
医療はもっと市民の身近にあっていい
んです。医療は病院の中にある特別な
もの、じゃあないんです。ひとりひとり
が幸せに生きるために、医療は存在す
るのですから。「医療の民主化」を、この
地域で実現していきたいですね。
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この地域のいいところは、
地域住民の方々の活動が
盛んに行われている
ところだと思います

西　智弘医師

川崎市立井田病院
かわさき総合ケアセンター

に し と も ひ ろ

西　智弘（にし　ともひろ）　2005年北海道大学卒。家庭医療、総合内科など研修後、2009年から栃木県立がんセンターにて腫
瘍内科を研修。2012年から現職。病院では緩和ケアを中心に、抗がん剤治療、在宅医療に携わる一方で、患者さんの安息所・コミ
ュニティスペース・医療図書館の機能をもつ「ほっとサロンいだ」の立ち上げや、病院レストランの改革にも取り組む。また地域に出て、が
ん患者さんの相談室である「モトスミがん哲学カフェ」の開催や、本文中の「＋Care project」のプロジェクトマネージャーも務める。日
本内科学会認定内科医、日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医。

「あの人に会いたい！」  第 4回 西 智弘さん
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2014年2月インタビュー収録　撮影協力：パークシティ武蔵小杉ステーションフォレストタワー



パパママパークこすぎ活動報告

「 平成２５年度第２回中原区市民提案型事業 」

　ママ・パパの交流の場としてご利用いただいてい
る「パパママパークこすぎ」も間もなく６年目を迎
えます。ボランティアスタッフの細かい気配り、温
かい見守りのもとに、歩いて行ける距離に親子が
つどえる場所として、安心して皆様にご利用いただ
いています。参加者からは、「初めてママ友ができ
た」「話を聞いてもらい安心した」「直接保健師に相
談できてよかった」「子どもが男の子だけどお雛様
が作れてうれしかった」等のうれしい声。一昨年か
らは「リトミック教室」（講師：国立音楽大学OB）を

年に3回ほど開催しています。毎回多くの親子が軽
快なリズムに合わせて楽しんでいます。
　平成２５年度の開催は全３０回。親子パークを含
んだのべ参加数は約７６０組（１，５５０人以上）。今後、
続々と高層マンションが完成し転入者も増えること
から、更に参加者が増加することが見込まれます。
　「平成２５年度第２回中原区市民提案型事業」に
採用され、スタッフも増員。平成２６年度以降はさら
なるプログラムの充実を図っていく予定です。ご期
待ください！！

■第一部「自転車のルールとマナー」
　中原警察署交通課二宮さんが、中原区の一般的な事故の状
況と自転車のルールやマナーについて、説明してくださいまし
た。クイズ等もあって皆さん楽しんで自転車の乗り方について
勉強してくれました。

■第二部「武蔵小杉の街歩き」
　ふろん太君と小杉の街を歩き、警察やPTAの方から、途中
の危険な箇所の解説をしてもらいました。ルートは、エリマネ
>向河原商店街>下沼部小>上丸子小>跨線橋>レジデン
ス裏の通路>エリマネです。特に車の行き来の多い向河原商
店街、狭い坂道に自転車やランナーも通る跨線橋などに重点を

置き、話を聞いてもらいました。1時間近いルートでしたが、子
どもたちはふろん太君と手をつないだり、話をしながら、和気あ
いあいと歩きました。

途中ではふろん太君との撮影会もありましたが、最後まで大い
に盛り上がりました。子供たちと回ってみて、改めて身近に危険
な箇所がまだまだあることが確認できました。

今回は防犯事業準備会の初めてのイベントでしたが、これから
も街の安全と犯罪の防止、という観点から様々な施策を行って
いきたいと思います。

開催日
パパママパークこすぎ　１０時～１１時３０分第２水曜日　ねんねの赤ちゃんクラス第３水曜日　はいはい・あんよのクラス第４土曜日　総合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親子パーク　（一日解放デー）　第1金曜日　１０時～１２時　１4時～１６時

平成２５年度
参加者数

１，５５０人以
上

ふろん太と学ぼう! 自転車マナーとまちのあぶないところ～実施報告書

当 NPO では、本年度より「防犯」を事業として立ち上げることになりました。当ワーキンググループでは、「安心を実感で
きる街づくり」を実現するために、・情報の収集と発信　・防犯活動の実施　・マナー向上に取り組んでいきます。その第
一弾として、2月11日 ( 火・祝 )に、小学生向けのマナー教室を開催しました。当日は、雪の残る強風で寒い中 16 人の
未就学児、小学生とその親御さんが集まってくれました。愛澤課長をはじめとする中原警察署交通課の方々、フロンターレ
ふろん太君、下沼部小 PTA 役員、近隣地区青少年指導員の方たちなど、多くの関係者にもご参集いただけました。途中
川崎市三浦副市長も飛び入り参加してくださり、総勢で約 50 人になりました。

当イベントのチラシ

 NPO 法人小杉駅周辺エリアマネジメント
 防犯担当理事 石井 正士



編集長インタビュー

－東街区再開発お疲れ様でした。今
春オープンにあたりまず、この再開発
事業のコンセプトはどのようなことで
すか？
　パークシティ武蔵小杉は、２００８年竣
工のステーションフォレストタワー、２０
０９年竣工のミッドスカイタワー、そして
今回のグランドウイングタワーの３棟か
らなります。私たちは、その３棟を一貫
したコンセプトのもとに計画をして参り
ました。特に大切にさせていただいてき
たことは、
①「武蔵野の森」の再生をコンセプトに、
高層化により生まれた足下に緑の潤い
を創出する。
②住宅だけでなく、公共施設・商業施設
と一体的に開発することで暮らしを豊

かにする。
③少子高齢化時代にも対応できる、コ
ンパクトシティを実現する。
などになります。
　また、３棟の外観デザインは「武蔵野
の森」に降り立った親子３羽の鳥が駅前
広場を囲んで楽しそうに会話している
様子を表しています。」

－パークシテイ武蔵小杉ザ グランド
ウイングタワーの特徴にはどんなこと
がありますか？
　まず、東急武蔵小杉駅及び商業施設
（ららテラス）とデッキで直結されており、
雨に濡れずに行けることであります。防
災対策にも力を入れており、設備（非常
用発電、受水槽）やコミュニティ育成プ

ログラムなどを用意しております。本マ
ンションで作り上げた複層防災プログラ
ム（NPO法人プラス・アーツ監修）は、今
後の高層マンションの基準となるレベ
ルであると評価され、２０１３年度グッド
デザイン賞受賞をいただきました。

－それでは、商業施設である「ららテ
ラス 武蔵小杉」の特徴はどんなところ
ですか？
　武蔵小杉にさらなる新しさ・洗練され
た生活を提供し、華やかな時間を楽しめ
る店舗を揃えたことです。駅直結という
好アクセスの立地を活かし、周辺住民の
日常生活の利便性を向上させながらも
感度の高いテナントにおけるショッピン
グも楽しむことのできる施設構成を目

指しました。
　具体的に言いますと、１階はこだわり
の食ゾーン「小杉マルシェ」。このゾーン
には生鮮3品をはじめスイーツ、惣菜店
舗も充実しています。またオーガニック
化粧品やファッション雑貨など約２０店
舗を出店します。
　次に２～３階は洗練されたファッショ
ン、雑貨店舗が出店しており女性だけに
留まらず男性やファミリー層の方々も
買い物を楽しめるアパレル・雑貨など合
わせて３０店舗が出店します。最後に４
階には、暮らしにまつわる様々なサービ
ス店舗があります。その他、クリニック
モールを併設させていただき４階だけ
で約２０店舗を出店し、１～４階まで合
計で約７０店舗の出店になります。

　また、武蔵小杉駅ビル商業施設「東急
スクエア」と１階は改札で直結、４階は
連絡デッキでつながり、さらにお客様の
多様なニーズに応えていくことが特徴
です。

－グランドウイングタワーがエリマネ
の新会員マンションになりますが、エリ
マネに関してどんな印象をお持ちです
か？
　エリマネさんは、すでに様々なイベン
トや活動を通して、大きな地域コミュニ
ティを形成されており、とても心強く感
じております。新しくマンションに住まわ
れる方々も、ぜひエリマネの新たなメン
バーとして仲間に入れていただきたい
と思います。また、商業施設の「ららテラ

ス」も地域コミュニティ形成の重要な場
になると思いますので、ご協力できる機
会があればぜひご協力をさせていただ
きたいと思います。

－最後に今後の武蔵小杉に期待する
ことはどんなことですか？
「大型商業施設オープンや、さらなる住
宅の整備など、ますます成熟した街へ成
長していくことと思います。既に住まわ
れている方に加えて、新しい住民の方
や街を訪れる方などが一緒になってさ
らに活気あふれる街になることを今後
とも期待致します。」

－井橋さん、新井さん、本日はありが
とうございました。

－インタビューを終えて－
昨春、西街区再開発事業の複合施設である東急スクエアがオープンし、今春、オープンするららテラス 武蔵小杉を併せ
て「小杉コアタウン」となります。まさに武蔵小杉駅を中心とした駅ビルが誕生します。また、グランドウイングタワーを
加えるとエリマネ会員マンションは８棟になります。これからもエリマネ活動の充実を図っていきたいと思いますのでご
協力よろしくお願い致します。（安藤　均）

　今年４月１９日には東口に商業施設「三井ショッピングパーク ららテラス 武蔵小杉」がオープンし、エリマネ新会員
マンションである「パークシティ武蔵小杉ザ グランドウイングタワー」は、すでに３月下旬には入居開始しております。
また、３月３０日には武蔵小杉駅東口駅前広場やロータリー（バス・タクシー乗り場など）の供用が開始されます。そこに
は街のシンボルとなるモニュメントが設置される予定です（２０１４年夏頃）。これらのプロジェクトは、武蔵小杉駅南口
地区東街区第一種市街地再開発事業として平成２１年１１月に組合設立とともに正式にスタートし、このたび無事に完
成を迎えました。今回の編集長インタビューは、東街区再開発をはじめ数々の武蔵小杉周辺再開発に携わっている三
井不動産レジデンシャル株式会社および三井不動産株式会社のご担当者にお話を伺います。

完成間近のパークシティ武蔵小杉ザ グランドウィングタワー、ららテラス 武蔵小杉 2014年3月に入居開始したパークシティ武蔵小杉ザ グランドウィングタワー

― エリマネ新会員マンション ―

武蔵小杉駅前の新たなランドマーク
三井不動産レジデンシャル株式会社

横浜支店 井橋 朋子 さん

三井不動産株式会社

商業施設本部 新井 章希 さん

住宅棟（パークシティ武蔵小杉ザ クランドウイングタワー）の商品企画を担当

聞き手　安藤 均
昨年からＮＰＯ法人小杉駅周辺エリアマネジメント理事長に就任。一応、「こすぎの風」第５号編集長
武蔵小杉周辺を日々歩きまわっており色々な顔？？をもち、場合によっては変身する？

商業棟（ららテラス 武蔵小杉）の商品企画を担当
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第3回コスギフェスタ2013 実施報告

　昨年10月27日に行われた「コスギ
フェスタ2013」は、台風一過の好天気
に恵まれ、一昨年の倍以上となる3万人
以上の集客となり大成功に終わりました。
武蔵小杉駅周辺の再開発による会員マ
ンションの増加とともに拡大する地域住
民の間で、「コスギフェスタ」はまたたく
間に浸透し、年を追うごとにその規模は
ますます拡大しています。その速さは私
たちワーキンググループのメンバーにと
っても驚くべきスピードです。
　本年の「コスギフェスタ2014」は、
新たな会員マンションも加わりますの
で、昨年よりも更に規模が拡大すると
予想されています。この大きなお祭り
を昨年同様に成功させるためには、昨

年の問題点を見直し、更に規模の拡大
に対処できる体制作りが必要となりま
す。特にこの巨大イベントを担っていく
ボランティアの重要性は高まるばかり
です。今年は200人体制での運営を
考えて行きます。
　もちろん、規模が大きくなっても「コ
スギフェスタ」の基本的なテーマは変
わりません。

1.マンションの新住民、地元に長く暮
らす住民、学校、商店街、町会、企業、
行政等の相互交流の促進

2.「子供達の笑顔と思い出のために、
武蔵小杉を彼らのふるさとにする」　

3.「なりたい自分になれるまち、武蔵
小杉」

　これら3つのテーマを持続的に発展
させることがコスギフェスタの主旨で
す。つまり、1. 地域交流　2. 子どもた
ち中心　3. ハロウィン仮装　がコス
ギフェスタのゆるぎないベースとなっ
ています。

　「コスギフェスタ2014」に向かって、
ワーキンググループのアクションは既
に開始されています。この記事を読ま
れている皆さま、是非ボランティア活動
にご協力ください！私たちと一緒に武蔵
小杉の町を盛り上げていきましょう！！

来場者数 約３万人　スタンプラリー 参加者数　１,２００人　カードクエスト２ 参加者数　１８３人
ハロウィン仮装コンテスト 参加組数　１１５組　ステージ出演　１9団体 約６００人
出店数　３１　協賛・協力いただいた企業・団体・個人　６５　住民ボランティア　110人

そして「コスギフェスタ2014」へ
～持続する発展への挑戦～

その他の写真はNPOエリマネ
公式ホームページで閲覧できます。

また、実施報告特別ムービーも公開中！
NPOエリマネ公式ホームページは

musashikosugi.or.jp
または以下のQRコードよりどうぞ

出演者団体名

川崎キッズ・チアリーディング・クラブ   
神奈川県立住吉高等学校 チアリーディング部 Lancers        
法政大学第二高等学校 吹奏楽部             
川崎市立下沼部小学校 ぬまべ太鼓
川崎市立上丸子小学校 中原中学との吹奏楽及び“いーじゃんダンス”
川崎市立中原中学校 上丸子小学校との吹奏楽   
川崎市立玉川中学校 吹奏楽部             
内藤アカデミ－内 ミュージカル・ソウル・キャンプ・アカデミー     
ヒューマンアカデミー横浜校 avex Dance Master             
ダンススクールアンジェロ 自由が丘校             

フィーストミュージック武蔵小杉校      
東京ギャラクシー      
トランスファーマー   
多摩川マリコ連          
アレアファーレかわさき          
田所ヨシユキ＆横浜敬絃会＋横浜エイサー沖鶴 
P・U・E・L  Choir
しばあみ
NHK
（敬称略・順不同）



「《まち・ひと・せいかつ》をつなぐアイデア発想＆実践ワークショップ」活動報告 早朝大掃除大会報告

「《まち・ひと・せいかつ》をつなぐアイデア発想＆実践ワークショップ」活動報告

　武蔵小杉周辺では再開発に伴う急激な街の変化から
様々な課題が顕在化し、行政やボランティアレベルで
はその問題の解決に限界がみえるケースが増えていく
のではという問題意識のもと、自らの街に対して住民
自らが解決策を議論し、計画実行の一歩を踏み出すきっ
かけ作りができたらと始まったのが、この「《まち・ひと・
せいかつ》をつなぐアイデア発想＆実践ワークショップ」
（以下、ＷＳ）です。
　このＷＳは２０１３年度中原区市民提案型事業に採用

されました。約３０００以上の事業立案に関わった経験
を持つ（株）エンパブリック・広石拓司氏を講師に迎えて、
２０１３年６月から１１月までの計６回開催。延べ８７名の
方にご参加頂き、約６０のアイデアが出されました。

　2013 年１１月の最終発表会では、それらアイデア
から参加者自身がもっとも取り組んでみたい企画５つを
発表。以下の５企画については今後も継続的にサポート
していきたいと考えています。

　エリアマネジメント発足当時から始まった早朝清掃。
今年度は雨天中止もありましたが、８回実施されました。
ここ数年大人が中心で参加者も 10 人程度でしたが、
今年はママさんたちの口コミ等から幼児・小学生の参
加が増え、年明け１月以降は 60 人以上もの賑やかで
活気あふれる朝の活動になってきています。
　そして清掃活動に参加していた有志のメンバーが数
年にわたり、関係機関に働きかけて決定した再開発地
区の「散乱防止及び路上喫煙防止重点区域」指定が
3 月から施行されたのを記念して、3 月 1 日には、川
崎市と協働のイベントとして実施。福田市長はじめ中
原区板橋区長なども参加して、駅周辺での告知キャン

ペーンとコース別に分かれての清掃活動を行いました。
　当日は曇りのち雨の天気予報にもかかわらず、幼児・
小学生 21 人をはじめマンションエリア、地域在住のみ
なさん、行政あわせて１０５人もの参加があり、「街を
きれいに」「路上喫煙・ポイ捨て禁止」のロゴつきビブ
スを着用して、大勢で街ゆく人たちに行動で訴えました。
　今後、増えていくマンションや地域の人口増加に合わ
せて、清掃範囲も拡大していこうと考えています。
見えるボランテイア活動！「早朝大掃除大会」。

　「きれいなこすぎのまちづくり」に、皆さんも是非一
役買ってみませんか。

　本ＷＳを総括した結果、２０１４年度は、ＷＳから立ち
上がった「こすぎの大学」を当エリマネの新規事業と
して採用することとしました。
　「こすぎの大学」では、《武蔵小杉に関わる人を知る・
語る・好きになる》をテーマに、毎月一回、地元で面
白い活動やお仕事をされている方々に、地域が抱える
潜在的な問題やもっと街を盛り上げる手段についてな
どのテーマでお話して頂きます。それを受ける形でワー
クショップ形式で、参加者同士が意見交換と意識共有
をします。また、前述５テーマの更なるサポートの場作
りとしても機能させていこうと考えています。

　「こすぎの大学」の活動は、武蔵小杉の地域価値向
上への貢献をまずは念頭に置きつつ、将来的には中原

区や川崎市の地域政策や再開発のキーマンにもご協力
いただいて、区や市全体の地域価値向上にもつながる
ような仕掛けを行い、地域の文化的価値を高める活動
として裾野を広げていきたいと考えています。
　最後に、「こすぎの大学」は２０１４年度中原区市民
提案型事業に応募し、採用されることとなりました。

　今後の大学の“授業”ですが、武蔵小杉周辺のみな
らず、市全域から多くの方に講師としてご登壇頂きたい
との思いから、４月には川崎ものづくりブランドに認定
されたリングビーを開発している日本リングビー協会・
川浪英喜氏に、５月には行政から川崎市副市長三浦淳
氏に、それぞれご登壇頂く予定です。
是非多くの皆様のご参加をお待ちしております。

1 2 3 4 5
地域清掃活動への
参加と活性化

子ども参加促進により、
多世代間交流の実現

「コミュニティカフェ」
という

“小さなデザイン考”
大規模イベントとは違う
視点でのネット
ワークづくり

消費者目線で
地元商店応援
消費者目線からの
商店街マップ作成など

ゆるやかで持続的な
マンションコミュニティ

推進活動
植栽活動から始まる
高層マンション内
交流実現

「こすぎの大学」
開校

地元密着型の
人材交流プログラム

開催日時：毎月第１土曜日
※1月と 5月は第２土曜日
午前８時～９時～みん

なで作ろう・きれいなこすぎのまち～

ゴミが散乱していた
JR 高架下（掃除前）

JR 職員・市職員と
ボランティア協働で
集中清掃！ 数分後には

ゴミ１つない状態に！

福田川崎市長も一緒に清掃活動福田川崎市長も一緒に清掃活動 ティッシュを配り重点区域指定を PRティッシュを配り重点区域指定を PR 清掃活動後はマナークイズで大盛り上がり清掃活動後はマナークイズで大盛り上がり当日はこののぼりを持って PRしました当日はこののぼりを持って PRしました



　本年度は、「住みたいまち、住んで良かったまち」を目指して、エリ
ア外からも注目を集める事を目標に活動を行いました。
　昨年度から取り組んできた周辺地域との協力関係の強化に加え、行
政とも太いパイプを築き、武蔵小杉の今後を様々な方面からデザイン
する活動に参加しました。川崎市総合防災訓練では、エリアのマンショ
ン屋上からヘリでの救出活動などもあり、エリマネでも高層マンション
独自の防災活動をアピールしました。
　また、大きく変貌して行く武蔵小杉を全国にアピールすべくテレビ、
新聞、雑誌などマスコミへの露出を高めました。NHK とのコラボで子
育て中のパパママ向けの防災イベントも実施し、番組でも取り上げられ
ました。
   コスギフェスタでは、メイン会場を東急駅前ロータリー予定地とし、

　NPO 法人小杉駅周辺エリアマネジメント ( エリマネ ) は、平成 19 年に武蔵小杉駅周辺地域の「ヒトに優しいまちづくり」を目
指して川崎市主導で作られた NPO 法人です。活動方針としては、マンション同士のネットワークの強化、周辺地域との交流と相
互理解 ( 町会、商店街、行政、学校、企業、商業施設 )、そしてそれらを通して、エリアの新たな地域価値の創造を目指しています。

商店街、学校、地域、企業のみならず、警察、消防はじめ行政からも
協力を受け、3万人もの人でにぎわいました。
　一方、エクラスタワー武蔵小杉の新規加入を受け、会員マンション理
事長情報交換会をエクラスタワーで行い、各マンションの様々な取り組
みなどの情報交換をしました。 
　新たな試みとして、「まち、ひと、せいかつをつなぐアイデア発想＆実
践ワークショップ」を行い、武蔵小杉のコミュニティ活動の今後の方向性
を模索しました。来年度は、こすぎの大学として展開し、パワーアップして
いきます。
　そしていよいよ「病気にならないまち／病気になっても安心して暮ら
せるまち　+Care(プラスケア )プロジェクト！」も始動します。
　今後もエリマネの活動に是非ご注目ください！
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重点活動内容

収支報告

具体的な活動内容

エリマネ活動報告

ハロウィンの仮装で賑わうお祭り。「子
供たちの未来にふるさとを！」を合言
葉に昨年は３万人の来場者を集めた。

高層マンション独自の防災問題に対
し、各マンション、周辺地域と協力し
て対策を実施。3.11 以降、マスコ
ミ等に多く取り上げられている。

乳幼児のパパママの交流サロン。参
加人数は、年間1550人を超える。

毎月１回マンションと周辺地域を清掃
する活動。3 月 1 日には、川崎市長
も参加し、川崎市と企業と共同でポイ
捨て散乱防止キャンペーンを行った。

防犯、風紀なども視野に入れた活動。
子供たちに自転車のマナー教室、通
学路の危険なところ確認ツアーなど
を行う。

お悩み相談。リピーターも多い。
エリマネの活動、地域、行政の情報
や活動をマンションに展開、また要望
等の検討。

平日昼間のホッと、サロン。50 代
60代のリピーターも多い。

読書を通じたコミュニティ。新たな文
化も生まれている。

エリアの住民同士をつなぐコミュニ
ティーの架け橋。男前料理教室 （普
段何も出来ないパパでも一つ料理を
覚えられる）や川崎フロンターレとの
共同企画 （サッカー教室、応援観戦
ツアーなど）がある。

各マンションのコスト削減などの情報
交換を行ない、共通する問題等を共
同で解決していく。

周辺地域、行政の方々とのコミュニ
ケーション。

マンション相互の親睦を深める。

「こすぎの風」発刊。ホームページ運
営。マスコミ対応。

「病気にならないまち／病気になって
も安心して暮らせるまち」を目指して、
医療関係者とエリア住民が一緒に活
動していく新たな試み

コスギフェスタ 防災ワーキンググループ パパママパークこすぎ おおそうじ大会

防犯ワーキンググループ おしゃべり電話・相談
エリマネ連絡会議

ちょっと小さな交流会

こすぎナイトキャンパス

交流会ワーキンググループ

共同コスト検討会
周辺地域交流会

マンション理事長情報交換会

広報活動

＋care（プラスケア） まち・ひと・せいかつ
ワークショップを通じて、小杉の住民
が街の問題を自ら解決していく。

収入 支出 収支
① 会費・寄付金 12,360,000
② 広告収入 510,000
③ 事業収入 4,860,000
④ 事業支出 5,295,000
⑤ 広報費用 345,000
⑥ 一般管理費 7,355,000
合計 17,730,000 12,995,000 4,735,000

収入（参加費・寄付金等） 支出（イベント経費等） 収支

平成25年度　決算見込み（平成26年１月現在）

事務局運営費 5,230,000
備品・通信等 1,450,000
光熱費・清掃費等 650,000
雑費・その他 25,000
合計

250,000
500,000

11,610,000

正会員会費
賛助会員会費
管理組合会員会費
合計 12,360,000

パパママパーク 420,000 520,000 -100,000
おしゃべり・電話相談 0 40,000 -40,000
早朝清掃 0 10,000 -10,000
交流会ＷＧ 70,000 230,000 -160,000
コスギフェスタＷＧ 3,630,000 3,570,000 60,000

共同コスト検討会 0 5,000 -5,000
合計 4,860,000 5,295,000 -435,000

③④事業別収支内訳

⑥一般管理費内訳

①会費・寄付金内訳

防犯事業 0 10,000 -10,000
まち・ひと・せいかつＷＧ 590,000 590,000 0
防災ＷＧ 150,000 320,000 -170,000

7,355,000




